












4.  わが国における人工妊娠中絶の主要な要因(risk factor)

総括すると、わが国における人工妊娠中絶の要因(risk factor)として特に、(1)有配偶で

あること、(2)無配偶(未婚)でかつ性的パートナーを有すること、(3)効果的な避妊を実行

しないこと、の 3っが重要な役割を果たしているものと推測される。

  付言すれば、(1)がなぜ risk factor として重要かといえば、性交頻度か高く基本的に

妊娠の発生率が高いグループであることに加え、  このグループには子どもを希望する(あ

るいは生んでもよい)側面もあるため、不確実な避妊に甘んじ特に望まない時期の妊娠

(mistimed pregnancy)が起こりやすいという性質があるためと思われる。また(2)(未婚者)

は性交頻度は低いものの、一般に子どもを希望しないグループであるため、妊娠した場合

に人工妊娠中絶を選択する乙とが多いと考えられる。  さらに、(3)には個人に関わる行

動的要因のみならず社会的要因(低用量ピルがいまだに認可されていないなど避妊法の供

給制約が存在する)も与っていると思われる。

  他にも高齢出産についての意識、 出生前診断技術の影響など注目される要因はあるが、

上記 3つの要因に比べれぱその比重は小さいと思われる。


